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〈海洋開発工 学部〉

　　 浅喫水浮 体式構造物の 弾性 応 答 に つ い て

　 On 　Hydrociastic　Responses　 of 　 a 　Flexible

　　 Floating　Structure　 with 　Shallow　Draft

　　　　矢後清和、遠藤久芳、干秋貞仁、

　　　　　　 関 田 欣治 、 大久保　寛

　　　　　　　　平 成 8年10月
  国際海洋科学技術協会　 テ ク ノ ・オー

シ ャ ソ 96
　　 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 　 プロ シ

ーデ ィ ン グ ス

　 浅喫水箱形 浮体 の 波浪中弾性応答に つ い て

　　　　　（大型 模型 に よ る 水槽試験）

On　the　Hydroelasむic　Response　of 　Box − Shaped

　　Floating　 Structure　 with 　Shallow 　Draft

　　 （Tank　Test　 wi しh　 Large　 Scale　model ）

　　　　　　 矢彳菱清和 、　遠 藤 久 芳

　　　　　　　　平成 8 年11月

　　　 円本 造 船 学 会　秋季講演会論文集

　 近年 、長 さ が数 ？ m に も お よ ぶ 超大型浮体式搆造物

の技術検討が盛ん に行われ て い る 。 こ れ まで に も、関

西 国際空港 の 第 1 期 ［事 に 関連 して 日本造船工 業会 が

半潜水式浮体方式の 海．L空港溝想 を提案 し、広 範 にわ

た る フ ィ ジ ビ リ テ ィ
ース タ デ ィ

ーが 実施され た 例があ

る ，1994年 に な り、関 西 国際空 港の 2 期工 事を想定 し

た 浮体工 法 案が マ リ ン フ ロ ート推進機構 よ り提案 され

て い る。この 案 で は、単純箱形構造の 浮体構造物 を浮

か べ る 方式が 採 用 さ れ て い る 。 浮体規 模 は 、長 さ

4000mx 幅1250m × 型深 さ4．5m で あ る。昨 年 3 月 に

は 、 こ う した超 大型浮体式構造物 の 設 計施工 技術の 確

、

Ji

’を 目指 し、 メ ガ フ ロ ート技術 研 究 組 合 が 発足 し実海

域実証実験を含め た広範囲 の テ
ー

マ に つ い て の研究が

ス タートした 。 船舶技術研究所で は 、 こ れまで 半潜水

式超大 型浮体式構造物 の 研究を継続的に 実施 して お り 、

こ れ らの 成 果 を も と に 箱形構造 の超 大 型浮 体 式 構 造 物

の 研 究 に 取 り組 む 事 と した n 本研究 で は 波浪 に よ る 浮

体 の 挙 動 の 応 答 特 性 を 推 定 す る 事 を 目的 と す る 。

50GOm 級 の 浮 体構造物 と もな る と 数値 ン ミュレ
ー一

シ ョ

ン 、水 槽実験 を彳1う上 で 多 々 困 難 な問 題 が 考 え られ る、、

よ っ て 、今回 は い きな り数 手 ln 規 模 の 浮 体 を 扱 う の で

は な く 、 現時点で 精度良い 評価を彳J
．
え る と考 え られ る

規模の 浮体を対象 とす る事 に した。対 象浮体 は メ ガ フ

ロ
ー

ト技術研究組合が 建造 して い る実海域実証実験用

浮体 （長さ300m × 幅60m × 型深さ 2nl）とした n シ

ミ ュ レーシ ョ ン 言1．算法として 直接法を用 い る事に した、t
直接 法 は 浮体 を有限個 の要素浮体 に 分割 し各 要素間の

流 体力学的相 互影響を求め 、これ と構 造 物の 剛性 を 考

慮 した運 動 方稈式 か ら弾性挙動 を求 め る 方法で あ り 、

構 造 の
一

部の 剛 性 が 異 な る場 合 や ユ ニニ ッ ト浮体 の 洋．1：
接合 時 の 応 答 な ど 幅広 い 解析 が ・∫能 と い う 利 点 が ある ．、
計算精度 の 検証の た め 水 槽 実 験 を 実 施 した．模型 は 対

象実機浮体 の 約 1／30で 長 さは 約 10m あ り、構造部材

に ア ル ミ ハ ニ カ ム 板 を用 い 剛 性 を 実機 と 相似 に した、，
水槽試験結果 と計算結果 を 比較 した結果、高い 精度で
…

致 して お り計算法 の 有効件が 確認 で きた。こ の 計算

法は 精度が 高い 反面計算量も多 く、直 ち に5000m規模

の 浮体 に 適 用 す る 事は 難 しく、現状で は 大 型 の 計算機

を用 い た と して も2000m 程度 の規模の 浮 体 まで が 限度

と思 わ れ る 。 計算 量 の 軽減策 を は か ．
、，て ゆ くこ とが今

後 の 課題 と な る。

　 海 上空港 を想定 した長 さ 4 千 m に もお よ ぶ 超大 型 浮

体 式構造物 の 構想が 1994年 に マ リ ン フ ロ ート推進機構

か ら提案 され た。こ れ ま で に も、関 西 国 際空港 の 第 1

期工 事 に 関連 して 日本造船工 業会が 半潜水式浮体方式

の 海 L空港 構想 を 提案 した 例 が あ るが、新 しい 構 想 で

は 、単純箱形搆造 の 浮 体構 造 物 が 用 い られ、波の 影 響

を 軽減す るた め 周 囲 を防波堤 で 囲 む 方式 が 採 用 され て

い る 、規模 は、長 さ400〔〕m × 幅 1250m × 型深 さ4．5m

で ある。こ う した 超 大型浮体構想の 高 ま り を 背 景 と し

て 1995年 3 月 に 超大型浮体式搆造 物の 設計施 i：技術 の

確立 を 目的 と し て、メ ガ フ ロ ー ト技 術 研 究 組 合 が 発足

し実海域実証実験 を 含め た 広 範囲の テ
ー

マ に つ い ての

研究が ス タ
ー一

ト した。実海 域 実 証 実験 用 浮 体 は 長 さ

300m × 幅60m で あ る 、、まず、300m 浮体の 基本 性 能を

精度 良 く推定 す る 技術 を 確 、完し、4000m 規 模 の 浮 体の

建造技術 に 生か して ゆく事 に な る。そ の た め に は 、実

海域実験の 他 に、水 槽実験 お よ び 数値 シ ミ ュ レ ー
シ ョ

ン に よ る基本特性 の 調査が不 可 欠 と な る、、 本 研究 で は 、
メ ガ フ ロ ート技術研 究組 合 の 実海域実証 実験用 浮体 を

対象に して、水槽試験 と数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を実 施

し、 波浪中に お け る浮体 の 弾性 応 答特性 を 調査 した ，
今回 の 水槽試験お よ び 数値 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン は 出来 る

だ け高 い 精度を 凵 指す事 に し、水 槽試験模型 に は 約

10m 〔縮 尺約 1／30） の大型模型を用 い 、浮体剛 性 を

相似 にす る ため に 構造部材 と して 継ぎ 目の な い ア ル ミ

ハ ニ カ ム 板 を採用 しだ ，シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 刮 算法 に は

直接法を用 い る 事 に した、、直接法 は 浮体 を有限個 の 要

素浮体 に分 割 し各 要素間 の 流体力学的相 互 影 響 を 求 め、
こ れ と構造物 の剛性を考慮 した 運 動 乃程式か ら弾性挙

動を求め る力法 で あ る 。 モ
…ド重畳法などに 較べ 数値

計算 ltの 仮定が 少な く、連動力学 的 、流体力 学 的 な理

解が しや すく、構造 の
一
部 を変化 させるとい っ た境界

条件 を 考慮 しやす い などの 利点が あ るが 、反 面 、 浮体

が大きくな る と計算量 も膨大 に なる。計算結果は、実

験 結果 と 高い 精度 の 対応 を 示 し、本 計算法 の 有効性が

確認で きた　計 算量 の 軽減策 をは か り、数
一
「m 規模の

浮体へ 適 用 す る 夢が 今後 の 課題 と な る。
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